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                     2014 年度 会議所機能強化委員会 

 

会議所機能強化委員会の設立 

２月１４日：常任理事会で応急的な措置として設立準備委員会（中立的立場の財務委

員長） 

を設置する案を上程 

３月１１日：設立の予備会合を会議所で開催 

３月１４日：正式に準備委員会を設立 

メンバー：村田（準備委員会委員長／BTMUブラジル）/平田（事務局／本会議所事務

局長）/三井物産/武藤（BTMU ブラジル）/JETRO 

準備委員会の目的：幅広く意見集約を行い、正式な機能強化担当委員会の骨格を起

案。 

部会との意見交換会 

第 1 回意見交換会：3 月 27 日に開催 

参加部会：機械・金属（相原部会長）、運輸サービス（森田部会長）、コンサル 

４月１１日：会議所機能強化準備委員会の中間報告 

ＭＥＴＩは新興国市場開拓等事業費補助金として予算を付けるが、その補助事業の公 

募の結果、日商が採択される見通しになっており、日商から当会議所にスタッフとし 

て１名派遣される予定。 

部会との意見交換会 

第２回意見交換会：4 月 17 日 

参加部会：食品、貿易、建設、自動車、運輸サービス、金融、メデカル分科会 

４月２２日から２７日：天谷氏が予備調査のため出張ベースで赴任 

第３回意見交換会：4 月２５日 

参加部会：電気・電子、化学品、金融、メデカル分科会 

５月０９日：会議所機能強化委員会の設立案を常任理事会に上程、承認 

６月１３日：会議所機能強化委員会の設立案を臨時理事会で承認 

設立の目的 

日系企業のブラジルへの投資促進および企業経営上発生する問題解決を支援する



ため、規制改善に向けた活動ならびに当会議所の基盤・体制強化を行うこと。 

ビジョン 

上記目的の達成に向け、官民の連携の中心的役割を積極的に担いながら、対ブラジ

ル政府及びその関連組織への働きかけを始め他国会議所との連携やネットワークの

構築、それにより得られる知見の共有を行う。 

委員会構成（敬称略） 

委員長    1 名 村田 

副委員長    2 名 武藤（東京三菱ＵＦＪ）/矢部（三井物産） 

委員    5 名以上 

森下（ＪＥＴＲＯ）/大塚（三井物産） 

アドバイザー    平田（当会議所）、天谷（日本商工会議所） 

※    機能強化委員長は、他の委員長と同様会頭が委嘱権限を有する。 

※    機能強化委員長は、当会議所役員および部会長等との事前協議を前提に、副

委員長および委員を選定する権限を有する。 

※    機能強化委員長は、機能強化委員会の傘下に、個別活動の実施を目的とする

分科会を新設、統合、廃止する権限を有する。 

行動指針・活動内容 

設立の目的に照らし、機能強化委員会の行動指針は以下 3点とする。 

1.    商工会議所の基盤・体制強化に向けた取組み 

2.    日本企業の進出支援 

3.    問題解決・規制改善に向けた活動 

上記行動指針に則り、本事業の運営主体として、各部会からの意見・要望（添付 1、2、

3、4）を踏まえた分科会の設立、対経済産業省および日本商工会議所向け窓口、内

外調整、予算管理を含む活動全体のコーディネーションを一元的に行う。 

具体的な活動内容や手法の検討に当たっては、分科会と事前協議を行い、決定する。

その際、経済産業省中南米室作成の2014年 1月 8日付け「ブラジル日本 商工会議

所の機能強化実施項目（案）」を踏まえ、①商工会議所の体制整備、②各国商工会

議所との情報交換の実施、③事務局機能の強化、④手続き・ノウハウ 等の情報集

約と事例集等の作成、⑤セミナー等の開催、の 5項目に沿った内容であることに留意

する。 

※    具体的な活動項目の見極め、優先順位付け、スケジュール作成・管理、活動方

法の検討と実施は各分科会が行う。各分科会は、その内容を定期的に機能強化委

員長に報告する。 

６月１７日：天谷氏の正式赴任 



６月２６日：第 1回機能強化委員会を開催 

活動方針・内容・役割分担の協議、ＷＧ設置の検討等 

７月１１日：常任理事会、部会長および会員にＷＧ設置について説明およびメンバー

募集 

今後のスケジュール 

7 月    順次活動開始 

9 月    常任理事会への中間報告 

11 月    常任理事会への最終報告 

11 月    強化委員長の改選（当会議所役員の改選と同時期に会頭が任命） 

12 月    第 2 次強化委員会発足 

 


